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高尿酸血症への職業ストレスおよび食物摂取状況の関与

小野 桂子 井奈波良一

吉田 英世 岩田 弘敏

　高尿酸血症に対する職業ストレスおよび食物摂取の関与を明らかにする目的で，人間ドックの事後指導を

受けた男性を対象に症例・対照研究をそれぞれ113人を用いて行った。

　McNemar法で有意と判定された16項目を用いて，変数増減法による多重ロジスティック分析を行った。

その結果，高尿酸血症と有意に関連していた項目は，職業ストレスにおいては，「消極的な仕事の取り組み」

（オッズ比は5.22，p＜0.01），A型行動においては，「他人と競争する」（オッズ比は5.54，p＜0.01），食習慣に

おいては，「肉類の多量摂取」（オッズ比は6.94，p＜0.01），「油類の多量摂取」（オッズ比は4.05，p＜0.01）

の4項目であった。
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